
佐野市町会長連合会情報は
「佐野市町会長連合会 Facebook」で発信しています。ご覧ください。

【
永
年
在
職
町
会
長
1０
年
表
彰
】

吉
澤
　
　
洪
　
本
町
（
佐
野
）

【
永
年
在
職
町
会
長
５
年
表
彰
】

島
田
　
和
幸
　
植
野
町
（
台
南
）

阿
久
津
秀
男
　
寺
中
町

山
口
　
武
雄
　
町
谷
町

梅
澤
　
道
夫
　
免
鳥
町
（
市
街
道
）

【
通
算
５
年
以
上
在
職
町
会
長
・

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
表
彰
】

荒
井
　
英
二
　
西
浦
町

齋
川
　
広
行
　
免
鳥
町
（
新
田
）

鶴
谷
　
宏
之
　
石
塚
町
（
下
）

安
部
　
好
一
　
宮
本
町

武
藤
　
�
弘
　
富
士
見
町

【
通
算
５
年
以
上
在
職
役
員
表
彰
】

奈
良
原
一
実
　
万
町
（
佐
野
）
　

中
山
　
久
男
　
朝
日
町

林
　
　
恵
一
　
大
町

松
島
　
榮
一
　
天
明
町

藤
沼
　
孝
夫
　
天
明
町

青
木
　
秀
夫
　
天
明
町

大
橋
　
達
也
　
金
吹
町

山
根
　
一
也
　
若
松
町
（
城
西
）

三
ツ
居
英
夫
　
植
野
町
（
泉
）

関
根
晴
次
郎
　
船
津
川
町

富
田
　
新
一
　
茂
呂
山
北
茂
呂
町

馬
屋
原
英
子
　
米
山
町

伊
藤
　
幸
一
　
堀
米
町
（
菊
川
）

◆
栃
木
県
自
治
会
活
動
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　知
事
表
彰

厚
木
　
健
志
　
若
松
町
（
城
東
）

◆
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
自
治
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　功
労
者
表
彰

黒
田
　
昭
雄
　
若
松
町
（
城
西
）

　
長
年
に
わ
た
っ
て
町
会
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
方
が
、
佐
野
市
町
会
長
連
合
会

表
彰
、
栃
木
県
自
治
会
活
動
功
労
者
知

事
表
彰
、
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
自
治

振
興
功
労
者
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
表
彰

　
１
月
17
日
、
佐
野
市
町
会
長
新
春
祝

賀
会
（
於

:

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
佐
野
）

　
11
月
13
日
、「
全
国
自
治
会
連
合
会

福
井
県
福
井
大
会
」
に
お
い
て
、
住
民

自
治
組
織
の
発
展
向
上
に
、
特
に
そ
の

功
績
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
「
全
国
自

治
会
連
合
会
表
彰
」
を
、
3
人
の
町
会

長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

厚
木
　
健
志
　
若
松
町
（
城
東
）

久
村
　
純
二
　
犬
伏
上
町

関
根
喜
美
子
　
米
山
町

1 月 17日の町会長新春祝賀会において
受賞者代表挨拶される関根町会長

▲右から、受賞された厚木町会長、
　久村町会長

受 賞 お め で と う ご ざ い ま す

全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

　受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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11
月
13
日
・
14
日
、全
国
自
治
会
連
合
会

主
催「
令
和
6
年
度
全
国
自
治
会
連
合
会
福

井
県
福
井
大
会
」に
、佐
野
市
町
会
長
連
合

会
か
ら
厚
木
健
志
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
国
自
治
会
連
合
会

は
、
各
都
道
府
県
で
活

動
す
る
住
民
自
治
組
織

で
構
成
さ
れ
、
「
地
域

住
民
の
福
祉
の
向
上
と
豊
か
な
地
域
づ
く

り
」
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
福
井
大
会
で
は
、
同
目
的
の
推
進
に
加

え
て
、
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
を

背
景
に
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
す

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
民
自
治
組
織
の
発
展
向
上
に

著
し
く
寄
与
し
た
功
績
者
を
表
す
る
「
全

国
自
治
会
連
合
会
表
彰
」
も
行
わ
れ
、
佐

野
市
町
会
長
連
合
会
か
ら
、
厚
木
会
長
、

久
村
純
二 

犬
伏
上
町
町
会
長
、
関
根
喜
美

子 

米
山
町
町
会
長
の
3
人
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
大
会
に
参
加
し
た
厚

木
会
長
は
「
こ
の
受
賞
は
各
町
会
で
活
躍

さ
れ
る
町
会
長
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
今
後
は
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
自
治
会
連
合
会
の
代
表
者
と

の
有
意
義
な
情
報
交
換
を
活
か
し
、
町
会

長
連
合
会
の
一
層
の
発
展
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
9
月
29
日
（
日
）、

多
田
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に
、
町

会
住
民
約
1
0
0

人
が
参
加
し
「
令

和
6
年
度
下
多
田

町
会
防
災
訓
練
」

が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
万
一
の
災
害
か
ら
住
民

の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
平
成
30
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
A
E
D

操
作
」「
炊
き
出
し
」
な
ど
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
の
訓
練
で
は
、
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
へ
の
対
応
が
取
り
組
ま
れ
、
避
難
所

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
ケ
ー
ジ
の
誘
導
や
、
市

危
機
管
理
課
職
員
に
よ
る
「
ペ
ッ
ト
を
連

れ
て
き
た
避
難
者
の
対
応
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
代
表
で
あ
る
尾
﨑
始 

下
多
田
町
会

長
は
「
秋
山
川
が
町
内
を
流
れ
る
下
多
田

は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
洪
水
被
害

が
発
生
し
た
。
万
一
の

災
害
に
備
え
、
防
災
訓

練
を
繰
り
返
し
て
地
域

防
災
力
を
高
め
て
行
き

た
い
」
と
訓
練
目
的
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
9
日
（
土
）

10
日
（
日
）、
赤
坂

町
公
民
館
で
「
令

和
6
年
度
赤
坂
町

文
化
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
同
町
内
外

か
ら
多
数
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
2
年
毎
に
開
催
さ
れ

て
い
る
同
文
化
祭
。
会
場
の
公
民
館
内
に

は
、
町
内
の
中
学
生
以
下
約
30
点
、
成
人

約
1
0
0
点
か
ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る

と
共
に
、
屋
外
で
は
、
大
正
琴
や
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
、
お
茶
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

楽
し
い
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
催
者
の
齋
藤
武
男 

赤
坂
町
町
会
長
は

「
赤
坂
町
は
、
町
内
を
流
れ
る
秋
山
川
に

よ
っ
て
、
町
会
が
東
西
に
分
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
文
化
祭
な
ど
各
種
事

業
を
実
施
し
て
、

地
域
の
連
携
や

親
睦
を
よ
り
一

層
深
め
る
こ
と

で
、
住
み
良
い

町
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」

と
文
化
祭
開
催

の
意
図
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
11
月
7
日

（
木
）、
佐
野
日

本
大
学
短
期
大

学
で
、
佐
野
市

町
会
長
連
合
会

と
佐
野
日
本
大

学
学
園
と
の

「
第
５
回
意
見

交
換
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
、
同
学
園
が
地
域

と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
会

長
連
合
会
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
意
見
交
換
で
は
、
同
学
園
が
創
立
60
周

年
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
、短
大
、高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
を
合
わ
せ
て
4
万

5
4
7
2
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た

こ
と
、
今
後
も
有
為
な
人
材
を
送
り
続
け

る
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
連
合
会
か
ら
の
「
短
大
出
前
講
座
な
ど

行
事
一
覧
を
町
会
に
配
布
し
、
参
加
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請

に
、「
速
や
か
に
対

応
し
ま
す
」
と
の
返

答
が
な
さ
れ
る
な

ど
、
学
園
と
町
会
の

一
層
の
交
流
に
繋
が

る
有
意
義
な
交
換
会

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
全
国
自
治
会

　連
合
会
全
国
大
会
参
加

下
多
田
町
会
防
災
訓
練
実
施

赤
坂
町
文
化
祭
開
催

佐
野
日
本
大
学
学
園
と
の

　
　
　
　意
見
交
換
会
実
施

各種作品に見入る方々

意見交換会

炊き出し訓練

AED操作訓練

佐野短大介護授業の見学

オカリナを演奏されるグループ
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8
月
1
日
〜
25

日
ま
で
、
若
宮
上

町
町
会
で
親
子
三

世
代
に
よ
る
ラ
ジ

オ
体
操
が
行
わ
れ
、

延
べ
9
3
0
人
も

の
児
童
・
生
徒
、

父
母
、
祖
父
母
の

方
な
ど
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
『
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
で
き
る
子

に
な
ろ
う
！
』。

　
代
表
者
の
大
竹
久
雄 

若
宮
上
町
町
会
長

は
「
ラ
ジ
オ
体
操
初
日
に
は
、
恥
ず
か
し

が
っ
て
小
さ
な
声
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

夏
休
み
明
け
の
登
校
初
日
に
は
、皆
が
『
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
』
と
大
き
な
声
で

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
。
大
変
う
れ
し
く
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
実

施
し
て
良
か
っ

た
。
今
後
も
、
地

域
の
宝
物
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
役
立
つ
支
援

を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
、取
り
組
み

の
成
果
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
7
月
21
日

（
日
）、
並
木

町（
花
岡
）で
、

約
7
5
0
年

の
歴
史
を
も

つ
郷
土
芸
能

「
芦
畦
（
あ

し
ぐ
ろ
）
の

獅
子
舞
」
例

祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
芦
畦
の
獅
子
舞
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
伝

承
さ
れ
る
舞
に
よ
り
、
五
穀
豊
穣
や
無
病

息
災
、
厄
除
け
な
ど
を
願
う
祭
事
で
、「
佐

野
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
午
前
8
時
に
花
岡
町
公
民
館
を
出
発
し

た
3
頭
の
獅
子
た
ち
が
、
笛
の
音
色
に
合

わ
せ
て
太
鼓

を
叩
き
な
が

ら
練
り
歩

き
、
各
家
庭

で
「
五
穀
豊

穣
」「
無
病
息

災
」
を
願
い
、

太
刀
を
振
る

い
、
勇
壮
な

舞
を
納
め
ま

し
た
。

　
1
月
12
日
（
日
）、
馬
門
町
町
会
で
、
松

飾
や
し
め
縄
、
旧
年
の
お
守
り
な
ど
縁
起

物
を
持
ち
寄
っ
て
燃
や
す
火
祭
り
「
ど
ん

ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
町
会
で
は
、
新
春
の
伝
統
行
事
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
一
時
中
断
を
除
き
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
お
祭
り
で
す
。

　
持
ち
寄
っ
た
縁
起
物
が
添
え
ら
れ
た
竹

の
や
ぐ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
町

会
役
員
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
、
火
種
を
点
火
。

勢
い
よ
く
立
ち
上
る
炎
と
、
時
折
弾
け
る

竹
の
「
ド
ン
」
と
い
う
音
が
辺
り
に
響
く

な
か
、
参
加
者
が
「
家
内
安
全
」
や
「
無

病
息
災
」
を
願
い
ま
し
た
。

　
同
行
事
主
催
者
の
新
井
律
男 

馬
門
町 

町
会
長
は
「
ど
ん
ど
焼
き
は
、
馬
門
町
の

新
春
を
飾
る
大
切
な
伝
統
行
事
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
実
施
し
、
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、
同
行
事

へ
の
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
・
11
月
1
日
、
栃
木
県
自
治

会
連
合
会
に
よ
る
「
令
和
6
年
度
先
進
市

視
察
研
修
会
」
に
、
佐
野
市
町
会
長
連
合

会
か
ら
厚
木
健
志
会
長
、
尾
﨑
始
副
会

長
、
八
下
田
謙
次
副
会
長
の
3
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
自
治
会
（
町
会
）
運

営
の
先
進
市
の
状
況
を
学
び
、
各
自
治
会

が
抱
え
る
課
題
等
解
決
の
一
助
に
す
る
た

め
の
も
の
で
、
今
年
度
の
研
修
先
は
、
福

島
県
福
島
市
。

　
同
市
で
は
、
住
民
へ
周
知
し
て
ほ
し
い

通
知
や
回
覧
板
を
、
町
内
会
会
長
へ
電
子

メ
ー
ル
で
送
る
「
電
子
町
内
会
推
進
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
研
修
会
後
、
厚
木
会
長
は
「
福
島
市
の

電
子
町
内
会
の
取
組
は
、
町
内
会
会
長
が

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
た
資
料
を
印
刷
し
て
町

内
会
員
に
配
布
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
な

ど
、
負
担
が
大
き
く
、
佐
野
市
で
取
り
入
れ

る
に
は
解
消
す
べ

き
点
が
多
い
と
感

じ
る
が
、
同
市
の

良
い
と
こ
ろ
を
取

り
入
れ
、
町
会
の

各
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
感
想
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
な
あ
い
さ
つ

 

若
宮
上
町
町
会
ラ
ジ
オ
体
操

７
５
０
年
の
伝
統

　「
芦
畦
の
獅
子
舞
」
開
催

馬
門
町
町
会
伝
統
の

　「
ど
ん
ど
焼
き
」
開
催

栃
木
県
自
治
会
連
合
会

　先
進
市
視
察
研
修
会
参
加

参加された皆さん

勇壮な三頭獅子

伝統のどんど焼き

各家庭で舞う獅子
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　「
か
ら
さ
わ
第
32
号
」
を
発
行
す
る
に
あ
た

り
、
原
稿
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
猛
暑
の
影
響
で
、
長
く
続
い
て
い

た
町
内
行
事
も
中
止
と
な
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
大
変
残
念
で
す
。

　
一
例
が
、「
子
ど
も
夏
祭
り
」
で
す
。
以
前
は
、

暑
く
て
も
町
内
あ
ち
こ
ち
で
水
を
掛
け
な
が

ら
巡
行
し
ま
し
た
が
、
近
年
の
猛
暑
で
は
そ

う
い
う
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
寂
し
い
で

す
が
、
や
む
を
得
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
昨
年
末
か
ら
雨
が
降
ら
な
く
て
「
乾

燥
注
意
報
」
が
発
令
さ
れ
る
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
い
ま
す
。
国
立
感
染
症
研
究
所
に

よ
る
と
、予
防
の
基
本
は
、「
手
洗
い
」
と
「
マ

ス
ク
の
着
用
」
で
す
。
一
人
一
人
が 

「
か
か
ら
な

い
」「
う
つ
さ
な
い
」
対
策
を
実
践
し
、
感
染

症
予
防
に
注
意
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
年
度
末
と
な
り
、
役
員
改
選
を
迎
え
る
町

会
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
が

快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
町
会
運
営
の
一
層

の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
久
村
記
）

発
　
行
　
者
　
　
佐
野
市
町
会
長
連
合
会

　
〒
3
2
7‐8
5
0
1

　
栃
木
県
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

　
佐
野
市
役
所
５
階
（
東
）

　
☎
0
2
8
3‐85‐７
３
２
８

発
行
責
任
者
　
　
厚
木
　
健
志

編
集
部
会
長
　
　
須
藤
　
信
夫

編
集
部
会
員
　
　
片
柳
　
孝
夫
　
　
茂
呂
　
正
文

　
　
　
　
　
　
　
松
島
　
俊
夫
　
　
篠
原
　
偉
治

　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
僚
二
　
　
八
下
田
謙
次

　
　
　
　
　
　
　
簑
和
田
　
勉
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
齋
藤
　
武
男
　
　
久
村
　
純
二
　

▼
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
市
内
全
域
１
６
７
町
会
で

　
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
7
月
14
日

（
日
）
、
飛
駒

地
区
で
、
伝
統

の
「
八
坂
神
社

の
祭
典
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
典

は
、
「
疫
病
除

け
」
や
「
五
穀
豊
穣
」
を
祈
願
し
、
寛
政

元
年
（
1
7
8
9
年
）
か
ら
今
日
ま
で
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
お
祭
り
で
す
。

　
毎
年
、
緑
豊
か
な
山
々
を
背
景
に
、
提
灯

や
紙
飾
り
で
飾
り
付
け
ら
れ
た
山
車
が
、

賑
や
か
に
お
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
、
住
民
の

幸
せ
を
願
い
練
り
歩
き
ま
す
が
、
今
年
は

あ
い
に
く
の
雨
。
雨
除
け
の
シ
ー
ト
を
張
っ

た
山
車
2
台
が
、
当
初
予
定
よ
り
短
縮
さ

れ
た
コ
ー

ス
を
、
住

民
の
幸
せ

を
願
い
、

雨
を
振
り

払
う
よ
う

に
賑
や
か

に
お
囃
子

を
奏
で
な

が
ら
練
り

歩
き
ま
し

た
。

　
9
月
12
日
（
木
）
、
佐
野
市
町
会
長
連

合
会
役
員
が
、
足
利
市
役
所
に
お
い
て
、

足
利
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
役
員
と
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
が
初
め
て
と
な
る
こ
の
意
見
交
換

会
は
、
両
市
の
町
会
（
自
治
会
）
活
動
に

お
け
る
課
題
解
決
の
参
考
に
す
る
た
め
に

開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
「
町
会
加
入
率
の

低
下
」
「
町
会
未
加
入
者
の
ゴ
ミ
出
し
」

「
町
会
役
員
の
な
り
手
不
足
」
「
災
害
時

の
対
応
」
な
ど
、
日
頃
の
活
動
に
対
す
る

課
題
や
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
交
換
会
後
、
両
市
役
員
か
ら
「
隣
接
す

る
自
治
体
の
町
会
（
自
治
会
）
活
動
に
お

け
る
課
題
な
ど
を
忌
憚
な
く
話
し
合
え
る

場
と
し
て
、
こ
の
意
見
交
換
会
は
大
変
有

益
で
あ
る
」
と
の
一
致
し
た
考
え
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
良

好
な
結
果
を

受
け
て
、
次

回
は
、
佐
野

市
に
お
い
て

第
2
回
意
見

交
換
会
が
開

催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
8
月
4
日

（
日
）
、
吾
妻

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

ィ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
「
令
和
6

年
吾
妻
地
区
納

涼
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
祭
り
は
吾

妻
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
村

上
町
・
上
羽
田
町
・
下
羽
田
町
・
高
橋

町
）
主
催
で
、
同
地
区
の
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
吾
妻
小
児
童
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン

節
、
勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏
、
地
元
サ
ー
ク

ル
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
さ
の
ま
る
と
の
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
な
ど
、
楽
し
い
催
し
物
で
納

涼
祭
も
大
盛
り
上
が
り
。
祭
り
の
最
後
を

飾
る
の
は
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

郷
土
芸
能
「
上

羽
田
八
幡
神

楽
」。

　
同
神
楽
を
伝

承
す
る
地
元
「
和

神
会
」
に
よ
る
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
舞

で
、
今
年
の
納
涼

祭
も
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
り
ま
し
た
。

飛
駒
地
区
伝
統

　「
八
坂
神
社
の
祭
典
」
開
催

足
利
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会

　
　と
の
意
見
交
換
会
実
施
！

暑
い
夏
の
夜
を
楽
し
む

　
　
　
　吾
妻
地
区
納
涼
祭

編
集
後
記

山車を引く地区住民の皆さん

山車の上で小休止する子どもたち

各課題の意見交換を行う両市役員

吾妻小児童によるソーラン節

和神会による上羽田八幡神楽披露
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